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「
世
界
の
歴
史
を
み
て
も
、

古
い
文
明
は
必
ず
う
る
わ
し
い

酒
を
持
つ
。
す
ぐ
れ
た
文
化
の

み
が
、
人
間
の
感
覚
を
洗
練
し
、

美
化
し
、
豊
富
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
」
と
は
上

越
市
出
身
で
お
酒
博
士
と
言
わ

れ
た
元
東
大
名
誉
教
授
故
坂
口

謹
一
郎
博
士
の
名
著
「
日
本
の

酒
」
の
冒
頭
の
文
章
で
す
。

確
か
に
ど
こ
の
国
へ
行
っ
て

も
、
先
進
国
で
あ
れ
、
開
発
途

上
国
で
あ
れ
、
自
分
の
国
の
お

酒
を
自
慢
し
な
い
国
は
あ
り
ま

せ
ん
。
や
は
り
自
国
で
作
ら
れ

る
お
酒
は
そ
の
国
の
歴
史
、
気

候
風
土
に
根
ざ
し
た
文
化
を
象

徴
し
て
い
る
と
考
え
る
人
が
多

い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ロ
シ
ア
に
行
け
ば
ウ
ォ
ッ

書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

わ
が
国
の
最
も
古
い
歴
史
書

で
あ
る
、
西
暦
７
１
２
年
に
書

か
れ
た
古
事
記
の
上
巻
、
つ
ま

り
神
代
の
物
語
に
該
当
す
る
部

分
に
有
名
な
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

の
話
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

須
佐
之
男
命

す

さ

の

お

の

み

こ

と

が
出
雲
の
国
で

８
つ
の
頭
、
８
つ
の
尾
を
持
ち

毎
年
娘
を
食
べ
に
来
る
大
蛇
ヤ

開
国
ま
で
の
約
１
９
０
０
年
ほ

ど
は
、
外
国
か
ら
の
食
料
輸
入

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
わ
け
で

す
か
ら
、
こ
の
日
本
列
島
で
と

れ
る
魚
や
野
菜
、
果
物
を
食
べ

な
が
ら
お
酒
を
飲
ん
で
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
日
本
酒
は
日
本
列

島
で
と
れ
る
材
料
で
作
ら
れ
る

料
理
と
合
う
よ
う
に
開
発
さ
れ

っ
て
熟
成
さ
せ
て
、
ろ
過
を
し

た
澄
ん
で
い
る
清
酒
と
な
り
ま

す
。現

在
で
は
、
玄
米
を
60
％
以

下
に
精
米
し
、
米
粒
の
周
辺
部

の
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
肪
分
を
削

り
、
米
の
芯
の
部
分
を
使
っ
て

低
温
発
酵
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る

吟
醸
酒
と
い
わ
れ
る
香
り
の
良

い
悪
酔
い
に
な
り
に
く
い
お
酒

も
で
き
て
い
ま
す
。

お
酒
が
時
代
と
と
も
に
飲
み

や
す
く
あ
ま
、
か
ら
、
ぴ
ん
、

と
い
わ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
好
み

の
味
を
持
ち
な
が
ら
発
達
し
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら

も
、
お
酒
が
そ
の
土
地
の
文
化

だ
と
い
う
理
由
も
分
か
る
気
が

し
ま
す
。

お
酒
は
飲
め
る
人
、
飲
め
な

い
人
、
飲
む
量
に
も
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。
私
は
、
２
・
３
合

が
適
量
で
す
が
１
合
で
酔
っ
て

し
ま
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。
や

は
り
お
酒
は
、
好
み
の
酒
を
い

い
雰
囲
気
で
楽
し
む
の
が
一
番

お
い
し
い
よ
う
で
す
。

冬
は
と
か
く
お
酒
の
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ

や
二
日
酔
い
に
は
充
分
注
意
し

て
接
し
た
い
も
の
で
す
。

市
で
は
、
次
世
代
へ
豊
か
な

緑
を
残
そ
う
と
実
施
す
る
「
市

民
記
念
植
樹
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

記
念
内
容
は
結
婚
、
誕
生
、

入
学
な
ど
自
由
で
す
。
樹
木
に

は
氏
名
と
記
念
日
の
入
っ
た
記

念
プ
レ
ー
ト
を
付
け
ま
す
。

植
栽
す
る
樹
木
の
種
類
は
、

高
さ
２
�
程
度
の
桜
・
ケ
ヤ

キ
・
柳
で
す
。
参
加
者
に
ご
用

意
い
た
だ
き
ま
す
が
、
５
０
０

０
円
程
度
で
市
都
市
緑
化
推
進

協
会
で
も
斡
旋
し
ま
す
。

な
お
、
ほ
か
の
種
類
の
樹
木

を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い

期
日

来
年
３
月
こ
ろ
に
申
込

者
全
員
で
行
い
ま
す

会
場

磐
越
道
自
動
車
道
新
潟

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
内
（
酒
屋

地
内
）

申
し
込
み

来
年
１
月
14
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

記
念
日
と
内
容
、
植
栽
希
望
樹

種
を
記
入
し
、
〒
９
５
１
・
８

５
５
０
公
園
緑
地
課
（
�
内
線

２
８
３
８
）
へ
　
※
日
時
・
集

合
場
所
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
後
日
参
加
者
に
連

絡
し
ま
す

雪
前
に
畑
の
側
溝
や
畝
間

を
整
備
し
て
、
き
ち
ん
と

排
水
で
き
る
よ
う
に
畑
の

冬
支
度
も
忘
れ
ず
に
し
ま

し
ょ
う
。

さ
て
、
園
芸
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
れ
か
ら
来
春
ま

で
温
室
内
の
鉢
花
が
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
す
。
シ
ク
ラ

メ
ン
や
プ
リ
ム
ラ
類
、
ポ

イ
ン
セ
チ
ア
、
洋
ラ
ン
類

な
ど
が
次
々
に
咲
き
競
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
冬
枯

れ
た
園
内
に
紅
白
の
葉
ボ

タ
ン
が
彩
り
を
添
え
、
木

の
実
を
求
め
て
ヒ
ヨ
ド
リ

な
ど
の
野
鳥
が
集
い
ま
す
。

冬
の
園
芸
セ
ン
タ
ー
へ

皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ

い
。

（
園
芸
セ
ン
タ
ー
）

師
走
に
入
り
、
冬
支
度

に
追
わ
れ
る
毎
日
か
と
思

い
ま
す
。
庭
木
や
鉢
物
類

の
越
冬
準
備
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。
ま
だ
の
方
は

お
早
め
に
。

ま
た
越
冬
野
菜
は
、
長

い
冬
の
間
、
雪
の
下
な
ど

劣
悪
な
環
境
に
耐
え
な
が

ら
生
育
し
続
け
ま
す
。
雨

水
や
雪
解
け
水
が
、
排
水

さ
れ
ず
た
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

畑
の
土
壌
環
境
が
悪
い

と
根
が
呼
吸
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
結
果
、
根
腐
れ

な
ど
で
作
物
が
枯
死
し
た

り
、
水
分
の
吸
収
が
十
分

で
き
な
い
た
め
、
植
物
体

の
維
持
が
で
き
ず
消
滅
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
降

越冬野菜の
畑管理

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

石 山 地 区 公 民 館
申し込み 同館（�286-5631）へ
�クリスマスリ－スをつくろう！
日時 12月19日午前10時～正午
対象 小学３年～６年生先着20人
参加費 300円
�お正月用生け花１日講習会（草月流）
日時 12月28日午前10時～正午
定員 先着30人　参加費 2,500円
※剣山、花ばさみ、花器は各自持参東地区公民館 子育てサロン

日時 12月６・13・20日午前10時～午
後２時　
対象 ６カ月～３歳までの子と親
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�241-4119）へ

大形公民館 子どものあそび道具つくり
日時 12月11日午後１時半～３時半
参加費 100円　
申し込み 同館（�270-8133）へ

市民PCワープロ入門講座
日時 12月21・22日午後２時～４時
会場 市視聴覚センタ－　定員 20人
申し込み 12月10日（必着）までに往復
はがきに講座名、住所、氏名、電話番号、
年齢、性別を記入し、西大畑町458-1会
場（�222-7400）へ ※応募多数の場合
抽選

坂井輪地区公民館

気軽に楽しめるビデオカメラ入門講座
日時 来年２月９日～３月８日毎週水曜
日午後２時～４時
対象 カメラを持参できる成人先着25人
申し込み 同館（�269-2043）へ

ひとりでできるリハビリ体操講座
日時 12月21日午後１時45分～３時
会場 総合福祉会館
対象 身体障害者手帳を持っている人先
着15人
申し込み 障害福祉課（�内線2622）へ

沼垂図書館 10時の読書会
日時 12月21日午前10時～正午
テーマ図書 「氷点」三浦綾子著（朝日
文芸文庫・角川文庫）
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�241-4116）へ

ボランティアによる絵本を楽しむ会
テーマ 冬の足音　対象 幼児以上
申し込み 当日直接会場へ
月　日 時　間 会場・問い合わせ

沼垂図書館（�241-4116）

鳥屋野図書館（�285-2372）

坂井輪図書館（�260-3242）

午前11時～同45分

午前10時半
～11時15分

12・11

第
１
部
は
「
芸
能
に
見
る
新

潟
の
風
土
」
と
題
し
、
沼
垂

木
遣

き

や

り

、
酒
屋
松
坂
、
天
野
甚
句
、

藻
た
ぐ
り
甚
句
、
西
蒲
原
郡
月

潟
村
の
角
兵
衛
獅
子
を
披
露
。

河
川
の
流
れ
が
作
り
出
し
た
、

地
勢
を
背
景
に
持
つ
芸
能
を
中

心
に
、
水
害
の
話
な
ど
を
ひ
も

解
き
な
が
ら
進
め
ま
す
。

第
２
部
は
「
新
潟
の
太
鼓
・

風
情
」
と
題
し
、
新
潟
万
代
太

鼓
、
松
浜
太
鼓
、
新
潟
樽
砧

た
る
き
ぬ
た

の

響
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
ほ
か
、

民
謡
団
体
に
よ
る
踊
り
や
古
町

芸
妓
・
柳
都
振
袖
に
よ
る
あ
で

や
か
な
舞
い
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

新
春
を
彩
る
同
公
演
へ
、
ぜ

ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

日
時

来
年
１
月
16
日
午
後
２

時
〜
５
時

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

定
員

４
０
０
人

申
し
込
み

12
月
22
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

（
１
人
１
枚
）
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
０
市
芸
術
文
化
振

興
財
団
（
�
内
線
２
１
６
０
）

へ
　
※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

市
芸
術
文
化
振
興
財
団
で

は
、
来
年
１
月
16
日
に
「
芸
能

プ
ラ
ザ
に
い
が
た
座
特
別
ス
テ

ー
ジ
〜
新
春
伝
統
芸
能
競
演
」

を
開
催
し
ま
す
。

同
公
演
は
、
本
市
に
古
く
か

ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
数
多
く
の

伝
統
芸
能
に
、
気
軽
に
触
れ
て

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
実
施
す

る
も
の
で
す
。

受
賞
作
品
は
来
年
２
月
19
・

20
日
に
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民

芸
術
文
化
会
館
）
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞

作
品
を
掲
載
し
た
作
品
集
を
来

年
２
月
に
発
行
し
ま
す
。

大
賞
以
外
の
受
賞
者
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

�
一
般
部
門
﹇
ス
ト
ー
リ
ー
の

部
﹈
▽
最
優
秀
作
品
賞
　
井
上

孝
夫
（
神
奈
川
県
）
▽
佳
作

小
山
良
夫
（
六
日
町
）
▽
審
査

員
特
別
賞
　
白
石
恭
子
（
黒
埼

町
）
▽
入
選
　
雜
賀
あ
き
こ

（
東
京
都
）、
市
川
り
ん
た
ろ
う

（
上
越
市
）、
鈴
木
孝
志
（
大
阪

府
）、
か
ん
み
優
（
新
和
）、
秋

津
銀
（
四
ツ
屋
町
３
）
、
き
ん

ぎ
ょ
（
豊
栄
市
）
、
白
銀
せ
い

（
新
発
田
市
）、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
（
五

十
嵐
３
の
町
）
、
川
田
明
彦

（
千
葉
県
）、
渡
辺
寛
樹
（
東
京

都
）
、
天
乃
し
ょ
う
は
（
東
京

都
）、
酒
井
ア
ユ
タ
カ
（
大
渕
）、

田
村
光
久
（
長
岡
市
）
、
ラ
ム

（
北
海
道
）
﹇
コ
マ
の
部
﹈
▽

最
優
秀
作
品
賞
　
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ

（
神
奈
川
県
）
▽
佳
作
　
神
原

る
り
（
新
津
市
）
▽
入
選
　
風

瀬
一
人
（
愛
知
県
）
、
高
木
宏

（
千
葉
県
）、
夏
未
空
蝉
（
東
京

都
）、
紫
水
忍
（
沖
縄
県
）、
Ｈ

ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ｏ
　
Ｍ
ａ
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ

（
下
場
本
町
）
﹇
テ
ー
マ
の
部
﹈

▽
最
優
秀
作
品
賞
　
古
俣
あ
や

ね
（
浦
山
３
）
▽
佳
作
　
天
澤

琉
花
（
広
神
村
）
▽
入
選
　
大

貫
信
夫
（
千
葉
県
）
、
中
村
稔

（
佐
賀
県
）、
川
田
明
彦
（
千
葉

県
）、
田
中
大
（
長
岡
市
）、
か

み
じ
ょ
う
し
げ
き
（
福
岡
県
）

�
小
学
生
部
門
﹇
ス
ト
ー
リ

ー
・
コ
マ
の
部
﹈
▽
最
優
秀
作

品
賞
　
佐
藤
絵
里
子
（
鏡
淵
小

６
年
）
▽
佳
作
　
剣
坂
理
緒

（
赤
泊
村
立
赤
泊
小
６
年
）
▽

入
選
　
ボ
ー
☆
谷
岡
（
沼
垂
小

６
年
）
、
蒼
天
く
っ
か
ー
（
柏

崎
市
立
別
俣
小
６
年
）
、
来
羅

要
（
南
中
野
山
小
６
年
）
、
数

井
慎
也
（
大
阪
市
立
南
八
下
小

６
年
）
、
那
波
佳
子
（
新
潟
小

６
年
）
、
七
星
来
夢
（
竹
尾
小

６
年
）
、
葉
桜
季
一
郎
（
赤
泊

村
立
赤
泊
小
６
年
）
﹇
テ
ー
マ

の
部
﹈
▽
最
優
秀
作
品
賞
・
佳

作
・
入
選
　
該
当
な
し

問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課

（
�
内
線
２
１
５
４
）
へ

日

本

酒

礼

讃

も
不
思
議
は
な
い
よ

う
に
思
う
と
、
坂
口

博
士
の
門
下
生
の
ひ

と
り
秋
山
裕
一
氏
は

17
世
紀
こ
ろ
か
ら

は
、
諸
白
つ
く
り
と

い
わ
れ
る
製
造
法
が

発
達
し
、
白
米
を
使

カ
、
中
国
に
行
け
ば
白
酒

バ
イ
チ
ュ
ウ

、
メ

キ
シ
コ
に
行
け
ば
テ
キ
ー
ラ
と

い
っ
た
具
合
で
す
。

日
本
で
も
紀
元
前
３
世
紀
こ

ろ
か
ら
の
遺
跡
で
あ
る
佐
賀
平

野
吉
野
ケ
里
の
発
掘
で
、
水
田

跡
や
米
、
蒸
し
器
と
も
い
わ
れ

る
底
に
孔
（
穴
）
の
あ
い
た
び

ん
や
つ
ぼ
な
ど
の
出
土
が
あ

り
、
酒
を
持
っ
た
豪
族
が
い
て

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
八
塩
折
の
酒

（
８
遍
も
繰
り
返
し
て
醸
造
し

た
強
烈
な
酒
）
を
８
つ
の
器
に

入
れ
て
飲
ま
せ
て
討
ち
取
る
と

い
う
お
話
で
す
。
随
分
古
く
か

ら
お
酒
が
飲
ま
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

仮
に
約
２
０
０
０
年
前
か
ら

わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
お
酒
を
飲

ん
で
い
た
と
す
る
と
、
幕
末
の

て
き
た
と
い
え
る
し
、
わ
れ
わ

れ
の
身
体
の
状
況
も
そ
れ
に
適

合
す
る
よ
う
に
受
け
継
が
れ
て

き
て
い
る
と
い
え
る
と
思
い
ま

す
。も

っ
と
も
、
昔
の
人
が
飲
ん

で
い
た
お
酒
は
玄
米
を
そ
の
ま

ま
醸
造
し
た
だ
け
の
い
わ
ゆ
る

濁
り
酒
で
あ
っ
て
、
今
の
清
酒

と
は
異
な
り
ま
す
。

丹
念
に
作
品
に
目
を
過
す
水
島
新
司
さ
ん

第
２
回
マ
ン
ガ
大
賞
の
最
終

審
査
会
が
11
月
22
日
、
審
査
員

に
本
市
出
身
の
漫
画
家
・
水
島

新
司
さ
ん
を
迎
え
て
行
わ
れ
、

学
生
部
門
の
こ
ど
も
に
い
が
た

マ
ン
ガ
大
賞
は
、
白
根
市
立
新

飯
田
小
学
校
５
年
生
の
ま
じ
ま

み
ゆ
き
さ
ん
の
作
品
「
び
の
ぼ

の
森
の
ビ
ノ
ハ
ム
チ
ョ
コ
ピ
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

審
査
会
後
、
水
島
さ
ん
は

「
高
山
さ
ん
の
作
品
は
、
絵
が

達
者
な
上
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も

面
白
く
、
構
図
も
奇
抜
で
、
プ

ロ
の
作
品
と
遜
色
な
い
出
来
で

あ
る
。
わ
れ
ら
が
新
潟
か
ら
自

信
を
持
っ
て
送
り
出
せ
る
作
品

だ
」
と
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
感
心

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
マ
ン

ガ
大
賞
は
い
わ
ば
稽
古
の
場
。

と
に
か
く
挑
戦
し
て
力
を
つ
け
て

欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

中
学
生
以
上
を

対
象
と
す
る
「
一

般
部
門
」
に
は
１

６
１
点
、
「
小
学

生
部
門
」
に
は
36

点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

応
募
作
品
の
中

か
ら
、
一
般
部
門

の
に
い
が
た
マ
ン

ガ
大
賞
に
は
、
高

山
裕
樹
さ
ん
（
22
、

中
興
野
）
の
作
品

「
雪
町
」
が
、
小

佐潟月例自然観察会 佐潟探鳥散歩
日時 12月11・25日午前８時～９時半
集合場所 佐潟水鳥・湿地センタ－
申し込み 当日直接同センタ－へ
問い合わせ 同センタ－（�264-3050）へ
※雨天中止

長嶺マンション入居者募集
所在地 明石２丁目（２ＤＫ１戸、３階）
家賃 Ｃタイプ52,000円（共益費月
1,900円と敷金２カ月別途）
問い合わせ 市開発公社（�234-2633）へ

こ ど も 創 作 活 動 館
申し込み 同館（�279-2113）へ　
※月曜休館、幼児は保護者同伴
�はり絵の年賀状
日時 12月18日午後２時～３時半
対象 ５歳～小学生先着15人
�クリスマスキャンドルを作ろう
日時 12月19日午後１時半～３時半
対象 小学生先着20人　参加費 200円


